
【資料１】 取市地域交通の現状と課題について

公費負担の増 や運転者不 により、
地域交通の軸となる公共交通の確保が
困難な状況となっている。
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【資料２】国内における 動運転サービスに関する取組状況

国は、「官 ITS 構想・ロードマップ」において、R７（2025）年度を
 途に限定地域（過疎地域等）での無  動運転移動サービス（Lv4）
の全国普及を実現することとしている。

【国の取組】

■総合計画（R3.3）や交通創 ビジョン（R2.3）に地域交通の確保
 対策として、 動運転に関する取組を明 。
■令和 3 年 9  定例会に 動運転の導 に向けた検討組織の整備に
 関する予算を計上

【市の取組】

■国は法制度整備、地 公共団体は住 や交通事業者を巻き込んだ
 機運醸成等の役割を期待されている。

公共交通の 動運転化の取組を加速させる
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 動運転移動サービスの概要 ① 動運転のレベル
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 動運転移動サービスの概要 ②関係法令の動向

① 動運 装置を定義、同装置を使 する 為は「運転」に含む
②携帯電話使 等禁 規定の適 を除外（条件付き）
③作動状態の確認に必要な情報を記録し、保存することを義務付け

①国が定める保安基準の対象装置に「 動運 装置」を追加
② 動運 装置が使 される条件（  環境条件）を国 交通  が付与

直ちに必要な操作を うことができる状態を保持していれば、必ずしも常に実験 両の周囲及び  する 向の
状況や実験 両の状態を監視する必要はない
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 動運転移動サービスの概要 ③実験事例 1
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【資料３】令和３年度における 動運転実証実験の計画案

・ 両運 ： ノ丸 動 （株）、 本交通（株）
・ 動運転技術提供：WILLER（株）、ST Engineering、Navya
・広報、観光コンテンツ提供： 取市、（ 社）麒麟のまち観光局

・ 程：2  下旬 ３ 上旬（2週間程度）、運 便数：5便 /   運賃：無料
・運 ルート： 取砂丘東側  側を結ぶ約 2ｋｍ（次ページ参照）
・使  両： 動運転 両  Navya「ARMA」
・搭乗者：コロナ感染防 を踏まえ、事前予約による限定者（市 、関係者、報道機関） 
     期間中搭乗者数：400 名程度

東・ を結ぶ、” 乗って楽しい、新たな移動サービス” の提供を 指す！
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 取砂丘での 動運転実証実験ルート（案）

運 距離：約 2ｋｍ
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出典：(株 )WILLER 株式会社 提供資料
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出典：(株 )WILLER 株式会社 提供資料
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公共交通⾃動運転化ロードマップ策定⽅針について

〇市内バス路線、交通空⽩地域における令和７年度⾃動運転移動サービス本格運⾏を⾒据えて、
令和６年度までの計画を策定する。

⽬標 令和６年度までに、モデル地域での実証運⾏を実施する。

⽅針

①地域課題を代表するモデル地域の選定

②段階的に⾃動運転実証運⾏のレベルアップ

③実現可能なビジネスモデルの検討

④実証運⾏などを通じた、社会的受容性の醸成

⽬標・⽅針を具現化

●ロードマップ：社会実装に向けたモデル地域の課題、⽬的、運⾏サービス内容を整理
●実証運⾏概要：モデル地域ごとに、運⾏⾞両、⾃動運転⽅法、ルート、スケジュール等を整理

【資料４】
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ロードマップイメージ
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